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第 213 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『Medical Village』の意義 〜 新しい自分の発見 ＆ 他人の理解が深まる 〜 

 

2023 年 11 月 12 日 第６回『日本メディカルヴィレッジ学会 in 山梨 〜 山梨の文化で支え

あうがんの療養 〜』（会場: WEB・山梨県立大学池田キャンパス、共催：山梨ホスピス協会 

日本メディカルヴィレッジ学会/後援：山梨県 山梨県教育委員会 山梨県医師会 山梨県看護

協会 山梨県介護支援専門員協会 山梨日日新聞社 山梨放送 テレビ山梨 日本ネットワーク

サービス/助成：在宅医療助成 勇美記念財団）に赴く。 『メディカルヴィレッジ』の時代

的要請を痛感する。 

 

今回の第６回『日本メディカルヴィレッジ学会』は、大会長：山梨ホスピス協会 理事長 阿

部文明先生（山梨県立中央病院緩和ケア科医師）により開催される運びとなった。 筆者は、

『日本メディカルヴィレッジ学会 理事長』として、岩間孝吉先生の座長で、講演『胆力の

修養の場 ～ 新しい自分の発見 ＆ 他人の理解が深まる 〜』の機会が与えられた（画像）。

【第一部:健康長寿山梨県での取組み 

第二部:地域で寄り添う療養の場  閉会後 山梨県立大学池田キャンパス会場現地参加者の

皆様でトークシェアの予定】とのことである(画像)。 

 

『日本メディカルヴィレッジ学会の概要』は【『日本 Medical Village 学会』設立の目的は、

がん患者さんが 最期まで安心して暮らすことが出来る場所(Medical Village)を地域に創

ることです。 Medical Village とは、がん患者さんを癒すことのできる村です。 がん患者

さん本人だけでなく、本人に関わる家族や友人や、本人を支援する医療や介護の従事者にと

っても 安心できる場所になることを目標にします。】(新渡戸記念中野総合病院の HP)と謳

われている。 

 

筆者の故郷は、人口約 40 名の島根県出雲市大社町鵜峠である。 隣の鷺浦地区と合わせて、

『鵜鷺(うさぎ)』(小学校 & 中学校は廃校)と呼ばれている。 713 年に編纂が命じられたと

いう『出雲国風土記』にも登場する歴史ある地である。 2012 年に、鵜鷺小学校の体育館で、

『鵜鷺メディカル・ビレッジ構想』シンポジウムが開催されたものである。 そして【東京

いずもふるさと会会報『出雲』第 9 号(2015 年）の特別寄稿『鵜鷺メディカル･ビレッジ構

想』】(画像)の機会が与えられたことが、今回鮮明に想い出された。 『不思議な時の流れ』

である。 
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